
「環on(わおん)」（人環棟１F） 

開室：平日9:00-17:00  

    本館の定例休館日も開室 

休室：土日祝日ほか 

    （本館の休館日と同じ） 

 10:00-15:00  9:00-20:00 

 休館（日・祝日） 

 

1月 
 

13日(火) 

冬季特別貸出図書返却期限日 

 

 

 

 
 

後期試験期のため28日(定例休館日) 

も開館いたします。 

 開館日程表  

 定例休館日 

平成27年（2015）  
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日 月 火 水 木 金 土 
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 2             

日 月 火 水 木 金 土 
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 3             

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

12月28日-1月5日：冬季休館 

3月25日-4月3日：春季休館 
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京都大学 吉田南総合図書館 (愛称：逍遥館
しょうようかん

) 
〒606-8501 

京都市左京区吉田二本松町 

Tel ： 075 (753) 6524, 6525  

Fax ： 075 (753) 6896 

Email ： eturan61@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

HP ： http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/yoshidasouthlib/ 

Blog : http://yoshidasouthlib.hatenablog.jp/ 
Twitter : @yoshidasouthlib 

HP Blog 

あけましておめでとうございます。 

本年もどうぞ吉田南総合図書館を

宜しくお願い致します。 

新年はじめの特集は「学会」。 

台湾での学会発表に挑んだ 

人環院生さんからのレポートです！ 



 図書館報『かりん』が発行されました！  

L i b r a r y  N e w s l e t t e r 

館報名『かりん』の由来 

カリンとは中国原産のバラ科の落葉高木です。4～5月に

淡紅色の可憐な花が咲き、10～11月頃には黄色く熟し

た楕円形の実が生ります。中国の古い詩に「我に投ずる

に木李（カリン）を以てす、これに報ゆるに瓊（たま）を以て

せん」（彼女は花梨の実をくれた、私はお返しに美しい珠

を贈ろう）とあり、カリンは長いよしみをなす意とも女性の 

求愛に男性が応える意とも言われます。 

図書館報『かりん』は、図書館前の樹木、カリンにちなんで

います。香り高いカリンのように、内容豊かで、世代や  

分野を問わず幅広く多くの方々に愛されるように、また、

利用者の学習や研究成果に結実できるようにという願い

をこめて、「かりん」と名づけられました。 

巻頭言  
 Περιπατειν               林 信夫 

 

声 
 書庫との出会い             中元 洸太 

 戻ってきました             佐伯 直樹 

 

知の世界を逍遥する 
 教養部があった頃           高橋 由典 

 教養教育に想う             川井 秀一 

 オープンで自由な学び 映画、大学、図書館、  

 そしてインターネット                   飯吉 透 

 ノンフィクションで知る技術の進化の面白さ   

                                              喜多 一 

 国際化、学際化から見た逍遥館への期待   

                                                北川 進 

 図書館にないものと公文書館の必要性  

                                               伊從 勉 

 

自著を語る 
 イタリアン・セオリー                  岡田 温司 

 貨幣と欲望                           佐伯 啓思 

 都市を冷やすフラクタル日除け  

  —面白くなくちゃ科学じゃない-        酒井 敏 

寄贈図書 
 吉田南構内各部局教員及び関係者寄贈図書 

 

図書館愛称によせて 
 知の世界を逍遥せよ！               辻 正博 

 

グレート・ブックス読書会によせて 
 矛盾・問い・共感                    小林 哲也 

 

特別寄稿 
 光合成をやめた不思議な植物の生活に迫る   

                                             末次 健司 

 

特別図書紹介 

図書館の活動    

 

 

 館報『かりん』は館内で配布中です。 

 ご来館の折にはぜひ一度、 

 お手に取ってご覧ください。 

 また、京都大学学術情報リポジトリ 

 KURENAIでも、近日公開予定です。 

Follow me !  “＠yoshidasouthlib” 

  【附属図書館】 図書館にURAがいます。KURA HOUR スタート！  

 冬季特別貸出を終了します 

冬季特別貸出が終了します！返却し忘れることのないようご注意ください。

読み終わった本はお早めに図書館までお持ちください。 

下記期間に貸出・更新された本が対象です。 

特別貸出の図書は更新出来ませんので 

全て【1月13日（火）】までにご返却ください。 
 

 学部生：12月15日（月）～27日（土） 

 院生/教職員：11月28日（金）～12月10日（水） 

 

返却期限日を超えて借用された場合、 

貸出超過期間と同じ期間 

資料の貸出が出来なくなります。   

HAPPY  NEW YEAR ! 

2015 

研究プロジェクトをもっと活性化したい！ 

研究のための助成金を得るには・・？ 

プレゼン資料をもっとブラッシュアップしたい。 

 

そんな悩みごと、一緒に解決しましょう。 

月曜午後、附属図書館にURAがいます。 

URAは、専門知識と経験をもとに研究者の

研究活動を支援するプロフェッショナル。 

何を支援してくれるのか興味がある方は、 

ぜひKURAデスクに気軽にお越しください。 

研究者としてのスキルをアップさせたい方は

ワークショップへ！  

KURA Desk 

「研究」のよろず相談受け付けます。 

 
場所： 

附属図書館1階 ラーニング・コモンズ 

日時： 

毎週月曜日 13:00 - 17:00 

（月曜が祝休日の場合は火曜） 

 

KURA Workshop 

「研究」の体力アップ講座。 

URAがトレーナーです。 

第1弾は、「研究を伝える」シリーズ。 

 
次回は 1/19（月）  
『マスメディアを使って「研究を伝える」方法』 

  講師：白井哲哉 

  時間未定 

詳しくはこちら 
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「
学
会
」
っ
て
、
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
け

ど
、
自
分
達
と
何
か
関
わ
り
が
あ
る
の
？
こ
れ

を
読
ま
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
い
ま
一
つ
ピ

ン
と
こ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
の
夏
休
み
に
台
湾
で
開
催
さ
れ

た
学
会
に
参
加
し
、
発
表
さ
れ
た
人
環
院
生
の

N

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
お
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

案
外
身
近
な
存
在
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

よ
、
学
会
っ
て
！ 

 

―
ま
ず
は
ご
所
属
と
ご
身
分
、
ご
自
身
の
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。 

 

人
環
博
士
課
程
三
年
生
で
す
。
細
か
く
言
う

と
、
博
士
課
程
に
入
っ
て
五
年
目
の
五
回
生
で

す
。 

研
究
テ
ー
マ
は
「
国
語
学
：
古
典
（
江

戸
時
代
）
の
語
彙
や
文
法
に
つ
い
て
」
で
す
。 

 

―
ど
の
よ
う
な
学
会
で
発
表
さ
れ
た
の
で
す

か
？ 

 

「
東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学

会
」
と
い
う
学
会
で
す
。
二
〇
一
四
年
八
月
二

十
三
日
（
土
）
に
、
台
湾
の
台
南
に
あ
る
崑
山

科
技
大
学* 1

で
発
表
し
ま
し
た
。
比
較
的
、
若

手
の
参
加
が
多
い
学
会
で
す
。 

 

―
発
表
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。 

 

「
歌
学
書
（
和
歌
を
勉
強
す
る
本
）
に
お
け
る

口
語
的
な
表
現
」
に
つ
い
て
、
発
表
し
ま
し

た
。 

歌
学
書
に
も
い
ろ
い
ろ
な
書
き
方
が
あ
り
ま

す
。
今
で
い
う
参
考
書
の
よ
う
な
書
き
方
（
＝

つ
ま
り
、
書
き
言
葉
の
文
体
）
を
し
て
い
る
も

の
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
中
に
は
、
師
匠
の

述
べ
た
こ
と
を
書
き
綴
っ
て
（
＝
話
し
言
葉
の

文
体
）
本
に
し
た
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
形
態
を
口
述
筆
記
と
い
い
ま
す
。
口
述

筆
記
と
い
え
ど
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
話
し
た
ま
ま

を
文
章
に
お
こ
す
と
ど
う
し
て
も
お
か
し
く
な

り
ま
す
。
筆
記
す
る
人
に
よ
っ
て
口
語
的
な
表

現
の
出
方
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、
私
は
紙
の
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
て
発
表

し
ま
し
た
が
、
他
の
方
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
発
表
が
主
流
で
、
ス

ラ
イ
ド
も
扱
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
、

と
感
じ
ま
し
た
。 

 

―
学
会
参
加
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い
。 

 

「
発
表
し
た
い
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
学
会
で

発
表
し
て
み
よ
う
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
去
年
末
あ
た
り
に
な
ん
と
な
く
考
え
が

ま
と
ま
っ
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
学
会
に
出
て
発

表
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
、
今
回
に
至
り
ま

す
。 

八
月
の
学
会
に
向
け
て
、
四
月
末
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
五
月
末
に
発
表
内
容
の
要
旨
八
百
字

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
本
番
ま
で
に
自

分
の
研
究
室
（
国
文
研
究
室
）
の
院
生
さ
ん
た

ち
の
前
で
発
表
し
て
、
意
見
を
貰
い
な
が
ら
修

正
し
て
い
き
ま
し
た
。
資
料
作
成
に
つ
い
て

は
、
学
会
の
た
め
に
作
る
と
い
う
よ
り
、
既
に

出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
（
研
究
内
容
）
の
発

表
な
の
で
、
体
裁
を
整
え
る
程
度
で
、
そ
れ
ほ

ど
苦
労
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

―
学
会
が
あ
る
、
と
い
う
情
報
は
ど
こ
で
入
手

す
る
の
で
す
か
？ 

 

そ
の
学
会
の
学
会
員
に
な
れ
ば
、
メ
ー
ル
や
お

知
ら
せ
、
学
術
雑
誌
が
手
元
に
送
ら
れ
て
く
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
。
研

究
室
の
前
に
、
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
会
員

に
な
る
の
に
特
に
資
格
は
必
要
な
い
場
合
が
多

い
で
す
が
、
中
に
は
紹
介
者
が
必
要
な
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
。 

 

―
学
会
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
が
あ
れ
ば
、
教

え
て
下
さ
い
。 

 

学
会
を
見
に
行
く
と
し
て
も
、
い
き
な
り
発
表

は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
聴
講
に
な
る
で
し
ょ

う
。
聴
講
に
、
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
気
構
え
て
行
く

必
要
は
な
い
で
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、

聴
講
に
行
く
な
ら
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
最
低

限
の
ル
ー
ル
は
守
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
行
儀
よ
く
す
る
こ
と
」
！  

ま
た
、
最
初
は
発
表
し
て
い
る
人
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
雰
囲
気
を
つ
か
む
だ
け
で
も
た
め
に
な
る

し
、
発
表
者
の
中
で
、
自
分
に
（
研
究
分
野
や

研
究
の
進
め
方
が
）
近
い
人
を
見
つ
け
て
目
標

に
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

発
表
を
す
る
人
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
「
周

到
な
る
準
備
を
し
て
い
け
」
！ 

プ
レ
発
表

（
練
習
）
し
た
ら
時
間
配
分
が
わ
か
る
の
で
、

体
に
覚
え
さ
せ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
急
な
変
化
に
慌
て
な
い
よ
う
に
、
ど
ん
と

構
え
て
発
表
に
臨
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
、
で
す
か
ね
。
今
回
、
実
際
にIC

T

機
器
が

不
調
に
な
っ
た
会
場
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
う
ろ
た
え
て
る
場
合
で
は
な
い

の
で
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
視
野
に
入
れ
る
く
ら

い
の
余
裕
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。 

 

―
学
会
に
つ
い
て
、
会
場
や
聴
衆
の
雰
囲
気
、

発
表
者
国
籍
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
。 

 

台
湾
へ
は
日
本
人
三
人
と
、
台
湾
人
の
留
学
生

一
人
で
行
き
ま
し
た
。
代
表
的
な
学
会
は
、
土

日
に
わ
た
っ
て
の
開
催
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

（
例
え
ば
土
曜
日
午
後
か
ら
夕
方
ま
で
、
日
曜

は
朝
十
時
か
ら
夕
方
ま
で
な
ど
）
。
今
回
の
学

会
は
、
土
曜
日
の
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半
、

そ
の
後
懇
親
会
が
二
時
間
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
層
は
主
に
日
本
、
台
湾
、
中
国
、
韓
国

の
人
た
ち
で
し
た
。
雰
囲
気
は
、
理
事
の
先
生

が
す
ご
く
気
さ
く
な
方
で
、
か
つ
、
院
生
や
、

若
手
の
先
生
が
多
い
学
会
な
の
で
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
感
じ
で
し
た
。
堅

苦
し
く
な
い
と
感
じ
た
の
は
、
多
国
籍
だ
か
ら

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

発
表
者
は
、
学
会
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す

が
、
今
回
で
あ
れ
ば
博
士
課
程
の
院
生
、
若
手

の
先
生
が
中
心
で
し
た
。
今
回
は
違
い
ま
し
た

が
、
学
会
に
よ
っ
て
は
、
退
官
間
際
の
大
先
生

が
発
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
通
常
な
ら

五
十
～
百
人
前
後
と
い
う
も
の
が
多
い
と
思
い

ま
す
。 

今
回
参
加
し
た
学
会
は
、
発
表
人
数

の
多
い
学
会
で
し
た
。
会
場
が
十
個
あ
り
、
発

表
者
が
五
十
人
く
ら
い
で
、
学
会
全
体
と
し
て

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
七
十
人
く
ら
い
で
し

た
。
け
れ
ど
も
、
ビ
ザ
の
都
合
で
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
が
あ
と
二
十
～
三
十
人
程
度
い
た
ら

し
く
、
元
々
は
大
体
百
人
程
度
が
参
加
予
定

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

―
と
こ
ろ
で
学
会
発
表
と
い
う
の
は
学
生
の
う

ち
か
ら
す
る
の
で
す
か
？ 

 

一
番
若
く
て
修
士
課
程
の
院
生
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
博
士
課
程
に
入
っ
て
か
ら
発
表
し

て
い
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
院
生
に
と
っ
て
、

質
疑
応
答
の
機
会
を
も
ら
え
る
こ
と
は
貴
重
で

す
の
で
、
発
表
の
機
会
が
あ
る
な
ら
、
し
た
ほ

う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

―
今
回
参
加
さ
れ
た
の
は
国
際
学
会
で
す
が
、

国
際
学
会
に
出
席
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
？ 

 

一
意
見
と
し
て
で
す
が
、
国
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
国
際
的
に
自
分
の
研
究
が
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
と
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
、
自
分
の
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
期
待
で
き
ま
す
。 

将
来
的
に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
何
か
し
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
実
績
を
積
ん

だ
ほ
う
が
良
い
で
す
よ
ね
。 

聴
講
の
み
な
ら
学
部
生
で
も
参
加
可
能
な
の

で
、
一
度
見
に
行
っ
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

―
最
後
に
、
参
加
後
の
感
想
を
。  

 

院
生
や
先
生
方
と
交
流
で
き
た
こ
と
が
一
番
の

収
穫
で
し
た
。
学
会
は
、
自
分
の
研
究
の
発
表

を
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
研
究
分

野
と
近
い
こ
と
を
研
究
し
て
い
る
人
に
巡
り
合

え
、
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
台
湾
に
日
本
語
学
科
を
も
つ
大
学
が
相

当
数
あ
る
こ
と
を
知
り
、
新
た
な
発
見
も
あ
り

ま
し
た
。
外
国
籍
の
人
の
発
表
を
見
て
、
日
本

語
を
母
語
と
し
な
い
人
が
ど
の
よ
う
に
日
本
語

を
捉
え
、
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の
か
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
お
い
し
い
ご
は
ん
！ 

台
湾
は
と

て
も
食
事
が
美
味
し
く
、
特
に
懇
親
会
で
は
選

り
す
ぐ
り
の
台
湾
の
食
事
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

出
発
前
に
吉
田
南
総
合
図
書
館
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
借
り
る
な
ど
、
し
っ
か
り
情
報
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
本
当
は
、
台
湾
に
関
す
る

文
献
を
読
ん
で
出
発
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

間
に
合
わ
ず
！  
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「環on(わおん)」（人環棟１F） 

開室：平日9:00-17:00  

    本館の定例休館日も開室 

休室：土日祝日ほか 

    （本館の休館日と同じ） 

 10:00-15:00  9:00-20:00 

 休館（日・祝日） 

 

1月 
 

13日(火) 

冬季特別貸出図書返却期限日 

 

 

 

 
 

後期試験期のため28日(定例休館日) 

も開館いたします。 

 開館日程表  

 定例休館日 

平成27年（2015）  

 1                    

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 

 2             

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

 

 3             

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

12月28日-1月5日：冬季休館 

3月25日-4月3日：春季休館 

発行日：2015/01/01 2014（8） Library Newsletter 

 足を運ぶべきもの、学会。 
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京都大学 吉田南総合図書館 (愛称：逍遥館
しょうようかん

) 
〒606-8501 

京都市左京区吉田二本松町 

Tel ： 075 (753) 6524, 6525  

Fax ： 075 (753) 6896 

Email ： eturan61@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

HP ： http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/yoshidasouthlib/ 

Blog : http://yoshidasouthlib.hatenablog.jp/ 
Twitter : @yoshidasouthlib 

HP Blog 

あけましておめでとうございます。 

本年もどうぞ吉田南総合図書館を

宜しくお願い致します。 

新年はじめの特集は「学会」。 

台湾での学会発表に挑んだ 

人環院生さんからのレポートです！ 




